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 １月２５日（水）は７時半過ぎに大雪警報が出されたことにより、

「通常通りの登校」から「臨時休校」と１８０度変わってしまい、大

きな混乱を招いてしまいました。ご心配、ご迷惑をおかけし、申し訳

ありませんでした。記録的な大雪でしたが、生徒のみなさんに大きな

ケガがなかったことに、一安心しています。 

さて、２月３日（金）は節分です。節分とは季節の始まりの日（立

春、立夏、立秋、立冬）の前日のことで１年に４回ありますが、立春

の日の前日をさすことが多いです。節分の日には、「鬼は外、福は内」

と言いながら豆をまき、豆を年の数だけ食べて、厄除けを行うことが

一般的です。「豆」は「魔滅（まめつ）」魔（＝鬼）を滅ぼすというこ

とに由来しているという説もあるようです。また「鬼」にもいろいろ

な考え方があるようで、「鬼＝災いをもたらすもの」という考え方が

一般的ですが、人間の心に住む「欲」「怒り」「愚痴」という「三毒」

という考え方もあるようです。自分の欲しいもの・やりたいことだけ

を欲にまかせて貪（むさぼ）ったり、感情のままに怒ったり腹を立て

たり、思い通りにいかないことやうまくいかないことを他人のせいに

し愚痴ったりねたんだり‥。「三毒」も自分自身に災いをもたらす、まさに鬼そのものですね。自分の心

をうまくコントロールし、福を内に呼び込みたいものです。節分にはいろいろな「説」や「いわれ」、「風

習」があります。調べてみるとおもしろいかもしれませんね。 

２月４日が立春で、暦の上ではもう春です。まだまだ寒い日もあるでしょうが、これから暖かい春に向

かって、季節が動き始めます。今の学年のまとめを進めるとともに、次のステージへの準備をしていく

時期です。次のステージで「なりたい自分」の姿をイメージし、「なりたい自分」になれるよう、今でき

ることを誠実にやっていきましょう。 

● うれしい贈り物をいただきました  

 １月の中旬に、三ツ谷町で木型製作所を営まれているコミュニテ

ィスクール運営協議会の委員さんから、３年生に心のこもったうれ

しい贈り物をいただきました。海蔵川の桜を剪定した際に出た枝で

作った鉛筆です。桜の花の形は五角形なので合格（ゴカク→ゴーカ

ク→ゴウカク）につながり、「サクラサク」などの合格を知らせる電

報でも使われる、縁起の良い鉛筆です。受験が始まる時期を前に、

「３年生にお守りとして渡して欲しい」と持ってきてくださいまし

た。地元の桜で、地元の方からの、心のこもった贈り物に生徒たち

も喜んでいました。この鉛筆をお守りに、高校入試や新しいチャレ

ンジに立ち向かってくれることと思います。そして、桜の花が咲く頃

に、新しいステージで自分の夢に向かって歩み始めていることを願

っています。 
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● 美し国駅伝の四日市代表チームに本校生徒３人が選ばれました  

三重県が主催する第１６回美し国（うましくに）駅伝が、２月１９日（日）に行われます。この大会は

２００８年に始まった大会で、津の県庁から伊勢の陸上競技場までの１０区間４２．１９５km を、三重

県の全市町２９チームが、市町対抗で行う駅伝大会です。この大会の特

徴の一つとして、小学生から一般までカテゴリー分けがされています。

昨年と一昨年は新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、大会が中止

になっており、今年は３年ぶりの開催となります。 

この大会の四日市チームのメンバーとして、中学生女子の部に１年生

の𦚰谷くるみさんが、一般女子の部に１年生の坂本美來さん、３年生の

森山光さんが選ばれました。当日はランナーとして走るのか、サポート

メンバーとしてチームを支える側にまわるのか未確定ですが、四日市チ

ームの目標「６年ぶり３回目の優勝」を目指して、自分の役割をしっか

りと果たしてください。大会当日に向けて良い準備を進め

てください。また、山手中学校の卒業生も何人かエントリ

ーされています。当日はテレビ放送も予定されていますの

で、テレビの前で、四日市チームを応援しましょう。 

【大会ＨＰ http://mierk.jp/pref_ekiden/】 

● 交差点では停まって、左右確認をしましょう   

武道場と北校舎の間に「自転車門」があります。自転車門を

出るとそこは歩道となっており、１学期は左右確認せずに飛

び出す人がたくさんいて、歩行者をびっくりさせたり、あわや

接触という場面がちらほら見られました。１学期以降、注意を

促してきましたが、３学期からこの門から歩道に出るときは

必ず一旦停止するようにしました。 

ほとんどの皆さんが足をついて一旦停止し、歩道に出るよ

うになりました。中には、自転車を降りて歩行者を優先してい

る姿も見られるようになりました。左右を確認し安全運転し

てくれる人や、相手のことを思いやる行動をする人が増え、う

れしく思っています。この場所に限らず、交差点では止まって、左右を確認してから、交差

点に入るようにしましょう。 

思いやりがお互いの安心・安全につながりますね。       警視庁ＨＰ➡➡ 

 

【生徒の活躍紹介】 

●四日市市教育委員会主催 四日市市人権作文コンクールに、次の３人の作文を出品しました。 

１年 大川こころさん  「学校で起きたいじめ」   

２年 中世古柚葉さん  「障害を持つ人はかわいそうな人なの？」 

２年 岡野 志織さん  「小さなこと」 

●日本水泳連盟主催「第２６回１３－１５歳ソロ・デュエット大会」というアーティスティックスイ

ミングの全国大会（デュエットの部）に出場した２年生の宇山昊さんが、１０位という素晴らしい

成績を収めました。 

「自転車安全利用五則」 

自転車を利用する際は、被害者にも加害者にならないよう、次の５つのことを守りましょう。 

１、自転車は車道（の通行）が原則、左側を通行 歩道（の通行）は例外、歩行者を優先 

２、交差点では信号と一時停止を守って、安全確認    ３、夜間はライトを点灯 

４、飲酒運転は禁止                  ５、ヘルメットを着用  


